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安全のために必ずお守りください
このマニュアルにはパラウォームを安全に正しくお使いいただくために、守っていただきた
い事項が記載されています。記載内容をよくご理解いただき据え付けてください。

…… 取り扱いを誤った場合に、使用者が死亡や重傷を負うことが想定
されます。事前に必ずお読みください。

…… 取り扱いを誤った場合に、傷害を負う危険および物的損害の発生
が想定されます。事前に必ずお読みください。

危 険

注 意

重要マークの意味を説明
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2 ．パラウォームの選定

パラウォームの選定は、求めた暖房負荷に対して、多少暖房能力に余裕を持たせた機種を選
ぶことが重要です。ここを誤ると能力不足や過剰設備となり、後まで問題を残すことになる
ので、慎重に機種選定を行う必要があります。必ず暖房負荷計算の上、最適な機種を選定す
るようにしてください。取り付け上の美観のみにとらわれて、暖房の基本を誤ると、不快暖
房となることがあるので、注意してください。
一般的な選定の手順は以下の様になります。
①　配管方式の決定
②　暖房能力を求める
　　・温水入口・出口温度の決定
　　・各部屋の室温の決定
　　・Δtの算出
　　・補正係数を求める
③　暖房負荷と補正暖房能力を比較
④　設置予定箇所を確認してパネルヒーターを選定
　　（窓サイズ、窓下の高さなどの条件を考慮）
まず、はじめに配管方式を決定します。

2 ． 1 　配管方式の概要（銅管使用の場合）
※樹脂管を使用する場合は、樹脂管メーカーの技術資料を参照してください。

配管方式は、下記の 2つに分類されます。それぞれの特長を考慮し各々の条件にあった配管
方式を選択してください。

・熱源機によって接続できる台数に限りがありますので、ご注意ください。
・単管式の場合 1系統内に縦型のヒーターを 2台以上設置しないでください。
・単管式の場合 1系統内に極端に能力の異なる機種を混在させないでください。

注意

配 管

特 長

材料費

ポンプ

・配管材料費が多少高くなる。

・多少流量が大きめになる。

・配管材料は安くなるが、ヒーターが少々割高と
なる。

パラウォームパラウォーム

戻り

往き
戻り

往き

・多少揚程が高めになる。

・往き戻りの配管を直接パラウォームに接続する
（通常ペアチューブを使用）。

・配管サイズはCuφ9.52（Lタイプ）又はφ12.7
　（Mタイプ）の銅管を使用（保温付）。
・バルブは複管式用を使用。

・数台のパラウォームを直列方式で接続する。
・配管サイズはCuφ12.7（Mタイプ）又はφ15.88
　（Mタイプ）の銅管を使用（保温付）。
・バルブは単管式用を使用。

複管式（ツーパイプシステム） 単管式（ワンパイプシステム）
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2 ． 2 　暖房能力の計算

1　暖房能力
暖房能力は、温水平均温度と室温の差で決まります。この温度差の事をΔtといいます。

Δt＝〔　温水平均温度　〕－〔　室温　〕
基本的には各パネルヒーターごとにΔtを求めなければなりません。

Δt＝
t1＋t２
２
－tr� 〔℃〕

t 1：温水入口温度� 〔℃〕
t ２：温水出口温度� 〔℃〕
tr：室温� 〔℃〕

【補正能力】
補正係数の求め方

補正係数=�
Δt
50（ 　 ）n

n：放熱指数

パラウォーム補正係数表
� n=1.30
Δt 0 1 ２ 3 ４ 5 ６ ７ ８ ９
２0 0.30 0.3２ 0.3４ 0.3６ 0.3９ 0.４1 0.４3 0.４5 0.４７ 0.４９
30 0.51 0.5４ 0.5６ 0.5８ 0.６1 0.６3 0.６5 0.６８ 0.７0 0.７２
４0 0.７5 0.７７ 0.８0 0.８２ 0.８5 0.８７ 0.９0 0.９２ 0.９5 0.９７
50 1.00 1.03 1.05 1.0８ 1.11 1.13 1.1６ 1.1９ 1.２1 1.２４
６0 1.２７ 1.２９ 1.3２ 1.35 1.3８ 1.４1 1.４3 1.４６ 1.４９ 1.5２

※　この補正係数は全機種の近似値で示してあります。�

　カタログ値は、Δt=50℃の暖房能力としております。実際の暖房能力は補正係数を求め
て計算します。

Ｑ＝ｆ×Ｑｎ� 〔Ｗ〕
Q ：補正暖房能力� 〔W〕
f ：補正係数
Qn：暖房能力� 〔Ｗ〕
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・計算例
　設定条件・温水入口温度７5℃、温水出口温度６5℃、室温２２℃

　Δt＝
７5＋６5
２
－２２=４８℃

補正係数は、補正係数表のΔt=４８℃の値から読み取るこ
とができます。

～100４R２（暖房能力：９４1W）の場合～

　補正係数=
４８
50（ 　 ）1.30=0.９5

　補正暖房能力�=�９４1×0.９5≒８９４W
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
【通水量】
　暖房能力を温水入口出口の温度差で割ると 1時間あたりの通水量が求められます。正確に
は熱媒の比熱により補正する必要があります。

G=
４.２×0.８６×Q
C×dt

�G：パネルヒーターへの通水量� ［L／ h］
�C：熱媒の比熱（水は４.２）� ［J ／ g・℃］
dt：温水入口出口の温度差� ［℃］
�Q：暖房能力� ［W］
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2 ． 3 　パネルヒーターの選定例（複管式）

　一般的な手順に添って、パネルヒーターを選定してみます。
住宅性能Q値２.４W／㎡・Kの住宅で洋室 ８帖（面積13.２４㎡）、窓寸法（h=２000、CL=1６50）
の場合。
①　配管システムの確認

配管方式を複管方式とします。
②　暖房能力を求める

・温水条件を確認
入口温度６5℃、出口温度55℃

・設計外気温度と設定室温を確認
設定外気温度を－ ６℃、設定室温を２0℃　とします。
（�外気温度は気象庁のホームページから、当該都市（地域）の 1月下旬～ ２月
中旬の平均最低温度を参考にしてください。）

・Δtを算出

Δt=
６5＋55
２
－２0=４0℃

・パラウォームの補正係数表より、「�0.７5�」
③　暖房負荷と補正暖房能力を比較

・当該部屋の暖房負荷を算出
暖房負荷＝住宅性能Q値�×（室内温度－外気温度）×�室面積�×�安全係数
安全係数を1.２（安全率２0％）とします。←�部屋によって異なります。
２.４×（２0－（－ ６））×13.２４×1.２≒９９1W

・補正暖房能力を算出
Δt=４0なので
暖房負荷�÷�補正係数�＝�暖房能力（Δt=50）
９９1W
0.７5

≒1,3２1W

となりますので、カタログ能力1,3２1W以上の該当機種を探します。
カタログ能力　×　補正係数　＞　暖房負荷
横型の場合、1６0４RL２　1,555W�×�0.７5�≒�1,1６６W　＞　９９1W

④　設置予定箇所を確認してパネルヒーターを選定
　　　（窓サイズ、窓下の高さなどの条件を考慮）
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3 ．バルブ仕様
バルブのࣜܕ

ྫɿ

バ
ル
ブ
種
類

�4 �ɿετϨʔτ
�- �ɿΞϯάϧ $ɿΧόʔ

ແه߸ɿඪ४
ɹ̡ɹɿϩϯάϕʔεʢετϨʔτͷΈରԠʣ

F S - 2C

配
管

方
式

1ɿ୯ࣜ
2ɿෳࣜ

バルブ特性
最高使用温度

℃
最高使用差圧
MPa

最高使用圧
MPa

９0 0.1 1.0

サーモヘッド設定
設定目盛 0 1 ２ 3

室温℃（目安値） 1 11 15 ２0
設定目盛 ４ 5 ６

室温℃（目安値） ２3 ２６ ２９
注）
1．室温は目安値で示しています。
２．��設定目盛を 0に設定すると凍結の恐れがあります。
3．��設定目盛を 0に設定すると制御室温以下になったときバルブが開くことがあります。

3 . 1 　単管及び複管切替

配管システムにより下記の通り六角レンチ（ ４㎜）にて切替えて使用する事ができます。
（通常の出荷時には単管式用または複管式用として調整し、区別しております。）

Ａ　全閉
（�ヒーターをメンテナンス
する場合）

Ｂ　複管式用
（ツーパイプシステム）
FS－２C，FS－２CL，FL－２C

Ｃ　単管式用
（ワンパイプシステム）
FS－1C，FS－1CL，FL－1C

〈調整方法〉
六角レンチにて右回転で
最後まで回した状態

〈調整方法〉
六角レンチにて全閉状態
から左へ1.5回転もどし
た状態

〈調整方法〉
六角レンチにて全閉状態
から左へ3.5回転もどし
た状態

ヒーターをメンテナンス

CL，FL－２C

C

〈調整方法〉
六角レンチにて右回転で
最後まで回した状態

〈調整方法〉
六角レンチにて全閉状態
から左へ1.5回転もどし
た状態

〈調整方法〉
六角レンチにて全閉状態
から左へ3.5回転もどし
た状態
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ブラケット取り付け位置寸法表
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※�寸法は、床取り出しの場合の標準寸
法を示します。
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※�寸法は、床取り出しの場合の標準寸法です。

− 14 −

02_本文.indd   14 2021/06/07   13:55:03



− 15 −

02_本文.indd   15 2021/06/07   13:55:04



− 16 −

02_本文.indd   16 2021/06/07   13:55:05



− 17 −

02_本文.indd   17 2021/06/07   13:55:05



− 18 −

02_本文.indd   18 2021/06/07   13:55:05



− 19 −

02_本文.indd   19 2021/06/07   13:55:06



− 20 −

02_本文.indd   20 2021/06/07   13:55:06



21E1.0V1A3784S
製品仕様は、改良のため予告なく変更することがありますので、ご了承ください。

00_H01-04.indd   4 2021/06/07   13:54:01




